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石 

川 

和 

男 

      

平
成
25
年
４
月
１
日
付
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
に

任
命
さ
れ
、
同
年
６
月
の
定
時
総
会

を
経
て
、
常
務
理
事
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。 

 

今
振
り
返
り
ま
す
と
、
あ
っ
と
い

う
間
の
６
年
間
で
し
た
。 

 

こ
の
間
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
方

を
は
じ
め
、事
務
局
職
員
の
皆
様
方
、

ま
た
、
市
役
所
、
並
び
に
関
係
諸
団

体
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ひ
と
こ
と
で
は
表
わ
せ
な
い
ほ
ど
の

温
か
い
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

就
任
以
来
、会
員
の
皆
様
方
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
く
中
で
、
私
な
り
に
、
高
齢
者

の
皆
様
が
様
々
な
分
野
で
、
ご
活
躍

で
き
ま
す
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、い
ろ
い
ろ
な
業
務
、

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

発
注
者
や
会
員
の
皆
様
方
の
意
向
に

沿
っ
て
、
職
員
の
皆
様
に
は
限
ら
れ

た
環
境
の
中
で
、
か
な
り
の
ご
負
担

を
か
け
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
反
省
と
と
も
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
新
し
い

事
業
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
始
め
ま
し
た
、
シ
ル
バ
ー
労
働

者
派
遣
事
業
や
、
30
年
３
月
１
日
か

ら
「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
と
し
て
、
事
業
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
は
、
印
象
深
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

 

在
任
中
の
会
員
や
職
員
の
皆
様
と

の
議
論
や
、楽
し
か
っ
た
飲
み
会
も
、

懐
か
し
い
大
切
な
思
い
出
で
す
。 

 

結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
、
役
員
、
職
員
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご

祈
念
し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

大
変
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

第
２
地
区 

第
２
回
会
員
交
流
会 

 

蔵
敷
Ｂ
・
Ｃ
班 

奈
良
橋
Ａ
・
Ｂ
班 

 

内 

容
：
懇
話
会
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

実
施
日
：
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
） 

参
加
者
：
23
名 

 

第
一
部
は
、
昨
年
中
止
と
な
り
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
「
バ
ス
ツ
ア

ー
」
に
関
し
て
当
日
配
布
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者

か
ら
は
、
ぜ

ひ
実
施
し
て

ほ
し
い
と
の

賛
同
を
得
ま

し
た
の
で
、

具
体
的
な
計

画
を
立
案
し

会
員
の
皆
様

に
提
案
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

第
二
部
は
、
お
待
ち
か
ね
の
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
開
始
。 

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
で
コ
マ
を
出
し
、「
７

番
い
ま
せ
ん
か
～
」・「
お
ー
ビ
ン
ゴ

だ
ー
」
と
喜
び
勇
み
、
景
品
は
豪
華

な
も
の
で
、
大
喜
び
で
し
た
。 

                    

会
員
交
流
会
報
告 

会員間の話し合い 

ビンゴ！おめでとうございます 

全 員  集  合 

退 

任 

あ
い
さ
つ 
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最
後
に
、
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
と
今

後
の
交
流
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

て
、
盛
大
に
第
２
回
の
交
流
会
を
終

了
し
ま
し
た
。 

 

第
３
地
区
会
員
交
流
会 

 
 

湖
畔
班
・
高
木
班 

内 

容
：
新
年
の
交
流
会 

実
施
日
：
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
） 

参
加
者
：
11
名 

 

交
流
会
当
日
、
12
時
過
ぎ
か
ら
参 

 

加
者
全
員
が
集
ま
り
会
場
の
セ
ッ
テ 

ィ
ン
グ
を
す
る
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
一 

人
ひ
と
り
が
一
品
を
持
参
し
た
料
理
、 

飲
み
物
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
。 

            

          

「
自
慢
の
つ
け
も
の
」
腕
を
振
る 

っ
て
作
っ
た
「
卵
焼
き
」、
こ
の
日
の 

た
め
に
奥
様
が
作
っ
た
「
み
そ
お
で 

ん
」、「
カ
ツ
サ
ン
ド
」
な
ど
の
料
理 

や
飲
み
物
を
と
り
な
が
ら
談
笑
し
た
。 

次
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
、 

平
成
31
年
第
３
地
区
の
班
長
、
地
区

担
当
役
員
の
こ
と
を
話
し
あ
っ
た
。 

そ
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

の
こ
と
な
ど
を
話
題
に
し
な
が
ら
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
。 

16
時
30
分
に
は
、
全
員
で
後
片

付
け
を
し
て
、
次
回
の
集
会
を
楽
し

み
と
し
て
、
解
散
し
た
。 

 

 

第
５
地
区
会
員
交
流
会 

 
 

桜
が
丘
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
班 

内 

容
：
懇
親
会 

実
施
日
：
平
成
31
年
２
月
４
日
（
月
） 

参
加
者
：
11
名 

 

新
年
の
顔
合
わ
せ
交
流
会
を
中
華 

料
理
店
で
開
催
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
女
性
４
名
男
性
７
名 

で
、
中
華
料
理
店
の
丸
テ
ー
ブ
ル
を 

囲
み
楽
し
い
会
話
が
で
き
た
。
２
名 

の
初
参
加
者
が
あ
り
自
己
紹
介
、
次 

い
で
当
セ
ン
タ
ー
の
近
況
、
２
月
開 

催
の
「
事
業
報
告
会
」
テ
ー
マ
、
健 

康
・
転
倒
予
防
各
研
修
会
の
案
内
な 

ど
を
報
告
し
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。 

 

参
加
会
員
は
、
会
員
番
号
が
1600
番 

台
か
ら
3000
番
台
と
幅
広
く
、
施
設
管 

理
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
、
公
園
清
掃
な 

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
群
で
働
い
て
い 

る
方
た
ち
の
会
話
は
活
気
に
満
ち
、 

働
く
こ
と
の
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。 

 
会
員
の
一
人
が
「
手
作
り
絵
本
っ 

て
な
あ
に
」
の
小
冊
子
を
提
供
し
、 

幅
広
い
友
達
作
り
に
ご
利
用
く
だ
さ 

い
と
、
紹
介
が
あ
っ
た
。 

 

         

次
回
は
、日
野
市
が
Ｐ
Ｒ
す
る「
新 

撰
組
の
ふ
る
さ
と
」
土
方
歳
三
生
誕 

150
年
に
合
わ
せ
た
歴
史
探
訪
を
計 

画
の
予
定
。 

               

ご自慢の料理がテーブルに並びます 

美味しい料理と、楽しい会話 

参 加 者 全 員 集 合 
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第
６
・
第
７
地
区
合
同 

 

会
員
交
流
会 

 
第
６
地
区 

上
北
台
Ａ
・
Ｂ
班
・

立
野
Ａ
・
Ｂ
班 

 

第
７
地
区 

中
央
班
・
南
街
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
班 

内 

容
：
明
治
神
宮
参
拝
と
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
散
策 

実
施
日
：
平
成
31
年
１
月
15
日
（
火
） 

参
加
者
：
21
名 

 

９
時
集
合
、
玉
川
上
水
駅
か
ら
高

田
馬
場
駅
乗
り
換
え
で
原
宿
下
車
。 

 

表
参
道
を
全
員
厳
粛
な
気
持
ち
で

進
み
、神
前
に
て
参
拝
後
境
内
散
策
。 

 

 

「
清
正
の
井
戸
」
か
ら
本
殿
前
の

「
夫
婦
楠
」「
北
池
の
亀
石
」
な
ど
を

見
学
、
清
正
の
井
戸
の
湧
き
水
は
比

較
的
に
温
か
く
14
度
あ
る
そ
う
で

す
。 

 

御
苑
内
に
あ
る
食
堂
に
て
腹
ご
し

ら
え
、
そ
の
後
渋
谷
に
戻
り
ハ
チ
公

前
、
ス
ペ
イ
ン
坂
、
セ
ン
タ
ー
街
を

散
策
し
、
再
び
原
宿
に
戻
り
竹
下
通

り
散
策
後
帰
宅
の
途
に
つ
く
。 

 

高
田
馬
場
駅
に
て
解
散
し
、
各
自

自
宅
へ
、
有
志
十
数
人
で
、
駅
前
の

居
酒
屋
で
反
省
会
を
行
い
、
午
後
７

時
過
ぎ
頃
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

              

第
８
地
区
会
員
交
流
会 

 

向
原
団
地
北
・
向
原
団
地
南
班 

 

向
原
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
班 

内 

容
：
懇
談
会
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

 
 
 
 

カ
ラ
オ
ケ
会 

実
施
日
：
平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
） 

参
加
者
：
21
名 

 

今
回
は
、
最
近
入
会
さ
れ
た
方
に

特
に
声
を
か
け
て
交
流
会
に
出
席
し

て
い
た
だ
こ
う
と
班
長
間
で
申
し
合

わ
せ
を
行
い
、
６
名
の
方
が
初
参
加

と
な
り
、
最
初
に
自
己
紹
介
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の

会
員
数
、
第
８
地
区
の
会
員
数
、
ま

た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
行
事
予

定
な
ど
を
報
告
し
各
行
事
へ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

地
域
担
当
班
長
さ
ん
の
自
己
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。 

            

そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ

ケ
会
へ
と
移
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、 

ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
方
か
ら
順
に
、
豪

華
賞
品
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
も

の
を
持
っ
て
い
く
方
式
に
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
納
得
の
物
を
手
に
し
ま
し
た
。 

 

          

カ
ラ
オ
ケ
会
で
は
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
、
喝
さ
い
を
受
け
ま
し
た
。 

 

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
り
に
ぎ
や

か
な
中
で
散
会
し
ま
し
た
。 

             

明治神宮 南神門にて 

食事の後での懇談 

喝さいを受け熱唱！ 

全 員 集 合 
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第
９
地
区
会
員
交
流
会 

 
仲
原
班
・
清
原
Ａ
・
Ｂ
班 

新
堀
Ａ
・
Ｂ
班 

内 
容
：
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の 

懇
親
会 

実
施
日
：
平
成
31
年
２
月
13
日
（
水
） 

参
加
者
：
18
名 

 

今
回
は
、
会
員
全
員
の
皆
さ
ん
に

自
己
紹
介
及
び
シ
ル
バ
ー
就
業
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
事
務
、
広
報

誌
の
配
布
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

施
設
管
理
、
除
草
班
、
植
木
班
等
に

就
業
。 

皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
を
通
し

て
体
力
が
つ
い
た
、友
達
が
出
来
た
、 

          

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
く
な
っ
た
等

積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

          

植
木
班
の
Ｋ
さ
ん
は
、
釣
り
の
魚

拓
を
披
露
し
、
う
ん
ち
く
を
語
り
ま

し
た
。ま
た
施
設
管
理
の
Ｍ
さ
ん
は
、

長
野
の
諏
訪
神
社
の
鹿
狩
り
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

          

           

最
後
に
、
恒
例
の
歌
声
喫
茶
風
で

５
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
、

会
員
皆
さ
ん
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
大

き
な
声
で
歌
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 

再
会
を
願
っ
て
交
流
会
は
終
了
し

ま
し
た
。 

          

                           

東
大
和
市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問 

「
き
つ
ね
の
嫁
ど
り
」 

 

昔
、
ま
だ
石
川
の
谷
ッ
に
電
灯
の
つ
か
な

か
っ
た
頃
の
こ
と
で
す
。 

 

遠
く
東
京
の
空
に
は
ネ
オ
ン
が
明
る
く
と

て
も
き
れ
い
に
う
つ
っ
て
見
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

大
和
村
に
電
灯
が
つ
い
た
の
は
大
正
六
年

の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
と
て
も
め
ず
ら
し
く

て
「
あ
れ
が
東
京
だ
べ
」
と
空
を
眺
め
た
も
の

で
し
た
。 

 

そ
の
頃
、「
き
つ
ね
が
通
る
で
み
ろ
や
、
み

ろ
や
」
と
い
わ
れ
て
貯
水
池
の
方
向
を
見
る

と
、
丘
陵
の
尾
根
を
ボ
ー
ッ
と
赤
い
火
が
つ

い
た
り
消
え
た
り
、
い
く
つ
も
並
ん
で
動
い

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
る
で

嫁
ど
り
の
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
が
歩
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
ふ
ッ
と
消

え
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
す
。
こ
ん
な
現
象

を
村
の
人
は
「
き
つ
ね
の
嫁
ど
り
」
と
か
「
き

つ
ね
の
行
列
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

山
の
尾
根
や
原
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
ま
し

た
。 

 

―
東
大
和
の
よ
も
や
ま
話
か
ら
ー 

仲原緑地にあるモニュメント 
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鹿狩りに使用した火縄銃を見る会員 

談笑している会員 

就業体験を語る会員 

ギター・ウクレレで演奏 

魚拓を説明する会員 
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「
砂
漠
に
魅
せ
ら
れ
て
」 

 
 
 

奈
良
橋
Ａ
班 

 

堀
江 

幸
子 

  

映
画
の「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」

を
初
め
て
見
た
の
は
五
十
年
以
上
も

前
。「
ロ
レ
ン
ス
」
が
ラ
ク
ダ
で
砂
漠

を
渡
る
姿
は
、
見
る
た
び
畏
敬
の
念

を
も
っ
て
見
て
い
る
。
毎
年
必
ず
見

て
い
る
映
画
な
の
で
、
50
回
以
上
は

見
て
い
る
は
ず
だ
。 

女
性
は
一
人
も
登
場
せ
ず
、
イ
ギ

リ
ス
の
軍
人
「
ロ
レ
ン
ス
」
が
ア
ラ

ブ
民
族
の
た
め
に
働
い
た
物
語
で
、

灼
熱
の
延
々
と
続
く
砂
漠
を
開
放
す

る
た
め
ラ
ク
ダ
に
乗
り
、
ア
カ
バ
ま

で
行
く
物
語
で
、
こ
の
映
画
を
見
て

砂
漠
が
好
き
に
な
り
「
ロ
レ
ン
ス
」

と
同
じ
景
色
を
見
て
歩
き
た
い
と
願

っ
て
実
現
で
き
ま
し
た
。 

 

北
米
・
南
米
・
ア
フ
リ
カ
大
陸
・

中
国
・
イ
ン
ド
の
砂
漠
を
見
て
歩
い

た
が
、
や
は
り
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
砂

漠
が
一
番
見
ど
こ
ろ
が
多
く
心
躍
る
。 

         
映
画
で
見
た
感
動
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
ア
カ
バ
は
最
も
行
き
た
か
っ
た

場
所
で
、
こ
の
地
か
ら
、
ヨ
ル
ダ
ン
・

イ
ス
ラ
エ
ル
・
エ
ジ
プ
ト
・
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
が
見
え
る
。
こ
の
４
ケ
国

が
一
度
に
見
え
る
場
所
に
行
っ
た
の

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
大
感
激
で

し
た
。 

 

ア
カ
バ
湾
か
ら
は
、
エ
ジ
プ
ト
行

き
の
フ
ェ
リ
ー
が
頻
繁
に
往
復
し
て

お
り
、
陸
路
し
か
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
あ
ま
り
の
近
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
！ 

湾
内
を
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
に
乗

り
海
底
見
物
。
サ
ン
ゴ
や
熱
帯
魚
が

イ
ッ
パ
イ
。 

驚
い
た
こ
と
に
1973
年
の
中
東
戦

争
で
使
用
し
た
大
砲
・
戦
車
・
飛
行

機
が
沈
め
ら
れ
て
い
て
、
魚
の
格
好

の
棲
み
処
に
な
っ
て
お
り
、
世
界
で

も
有
数
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
た
。 

         「
流
石
、ア
ラ
ブ
人
の
考
え
る
こ
と
」

と
納
得
。 

 

 

私
の
利
用
す
る
Ｅ
旅
行
社
は
、
途

中
で
一
度
「
ソ
ー
メ
ン
」
を
ふ
る
ま

っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
ア
カ
バ
の
ホ

テ
ル
だ
っ
た
。
異
国
で
の
「
ソ
ー
メ

ン
」
の
味
は
ま
た
格
別
、
最
高
！ 

 

ア
カ
バ
の
帰
り
に
「
死
海
」
に
寄

り
「
プ
カ
プ
カ
・
・
・
」
太
め
の
私

で
も
簡
単
に
浮
き
ま
し
た
。 

       

イ
ン
デ
ィ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
「
最
後
の

聖
戦
」
で
有
名
な
ペ
ト
ラ
で
は
、
エ

ル
ハ
ズ
ネ
遺
跡
以
外
に
800
以
上
の

遺
跡
が
あ
り
、今
も
発
掘
中
で
あ
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
所
だ
っ
た
ペ
ト

ラ
の
往
時
は
ど
ん
な
に
栄
え
て
い
た

の
だ
ろ
う
。 

      

会 

員 

寄 

稿 

アフリカ大陸の砂漠 

アカバ湾 サンゴや熱帯魚と一緒に

大砲や戦車が沈んでいる 

ペトラ  

エルハズネ遺跡への道 
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死海での海水浴（？） 

ここでは「泳いではいけない。 

顔をつけてもいけない。」 

そうです。 
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帰
国
時
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ
ン

空
港
で
ア
ラ
ブ
人
の
大
好
き
な
「
ハ

ヤ
ブ
サ
」
を
連
れ
た
お
金
持
ち
ら
し

き
（
？
）
男
性
が
、
二
羽
の
「
ハ
ヤ

ブ
サ
」
を
、
同
じ
飛
行
機
の
私
の
前

の
座
席
へ
（
ち
ゃ
ん
と
鳥
の
席
を
用

意
）、
ア
ブ
ダ
ビ
ま
で
の
４
時
間
、
声

も
出
さ
ず
お
と
な
し
く
乗
っ
て
い
ま

し
た
。 

         

ハ
ヤ
ブ
サ
君
と
一
緒
に
搭
乗
し
た
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
だ
っ

た
ら
し
く
、
機
内
は
撮
影
会
で
大
盛

り
上
が
り
で
す
。
お
金
持
ち
の
ア
ラ

ブ
人
の
皆
さ
ん
は
、
ハ
ヤ
ブ
サ
を
飼

っ
て
い
て
、
鳥
（
ハ
ヤ
ブ
サ
）
が
緑

色
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
ち
、
生
年
月

日
、
出
生
国
、
足
輪
番
号
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
追
跡
で
き
る
そ
う
で
す
。
人
間
の

出
生
時
よ
り
余
程
正
し
く
登
録
さ
れ

て
お
り
、
寿
命
は
15
年
く
ら
い
だ
そ

う
で
す
。 

          

砂
漠
の
国
は
本
当
に
お
も
し
ろ
く
、

歴
史
と
遺
跡
の
宝
庫
で
好
き
で
す
。 

時
に
は
、
泊
ま
る
予
定
の
ホ
テ
ル
の

真
ん
前
で
自
爆
テ
ロ
が
あ
り
、
ホ
テ

ル
の
変
更
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

す
が
、
平
和
な
日
本
の
日
常
で
は
味

わ
え
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
、
刺
激

を
受
け
て
帰
国
し
ま
し
た
。 

 

砂
漠
の
国
で
の
ド
ラ
イ
ブ
は
す
べ

て
Ｔ
社
の
四
輪
駆
動
車
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
日
本
車
は
素
晴
ら
し
い
と
ほ

め
て
く
れ
る
の
が
日
本
人
と
し
て
う

れ
し
い
事
で
し
た
。 

          
 

 
も
し
、
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
ら
、

ナ
ミ
ブ
砂
漠
に
行
き
た
ぁ
～
い
と
夢

見
て
い
ま
す
。 

                        

機内でお行儀のよいハヤブサ君 

浴  場 

砂漠の中のＴ社のランドクルーザー 

定
時
総
会 

開
催
の
お
知
ら
せ 

２
０
１
９
年
6
月
21
日
（
金
） 

午
後
1
時
開
始 

会 
 

場 

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル 

 

 

会
員
は
、「
出
席
通
知
」「
委

任
状
」
ま
た
は
「
議
決
権
行
使

書
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
ご

記
入
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で

に
地
域
班
長
に
必
ず
ご
提
出

く
だ
さ
い
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
初
旬

に
地
域
班
長
を
通
じ
て
、
開
催
通

知
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 
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エルハズネ遺跡  

インディジョーンズの世界 
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本
年
は
年
頭
よ
り
寒
暖
差
が
激
し

い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
と
思
い

ま
す
。 

 

今
年
度
の
健
康
増
進
事
業
と
し
て

の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
３
月
27
日

（
水
）
に
、
お
花
見
を
兼
ね
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
会
員
交
流
会
」
は
各
地
区
共
に

担
当
理
事
と
班
長
さ
ん
の
努
力
に
よ

り
複
数
回
開
催
さ
れ
て
、
参
加
者
人

数
も
増
加
し
、
交
流
を
深
め
て
お
り

ま
す
。 

 
 

 

「
会
員
作
品
展
」
も
本
年
２
月
上

旬
に
第
12
回
を
開
催
し
絵
画
、
写
真
、

手
芸
品
な
ど
約
50
点
の
出
品
、
出
品

者
数
13
名
、
来
場
者
数
82
名
と
な

り
寒
さ
と
雨
の
中
で
、
多
数
の
会
員

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
今
後
も
各
種
催
事
に
多
数
ご
参
加

下
さ
る
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  

  

平
成
30
年
度 

事
業
報
告
会 

実
施
報
告 

 

平
成
30
年
度
「
事
業
報
告
会
」
が

２
月
26
日
（
火
）
27
日
（
水
）
に
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
林
委
員
長
挨
拶
、
立
石
会
長

挨
拶
に
続
き
、
事
業
報
告
に
移
り
ま

し
た
。 

◆ 

石
川
事
務
局
長 

 

「
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
」 

※
年
度
別
会
員
数
推
移
、受
託
件
数
・

契
約
金
額
の
推
移
、
就
業
率
の
推
移

等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
新

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
の
派
遣
も
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

会
員
数
は
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

        

総 

務 

委 

員 

会 

事 

業 

委 

員 

会 

 会員の投稿写真

小坂町   七  滝   
二宮町   吾妻山  公園  

奈良橋Ａ班 松﨑  久人  会員 

 ８ 

石川事務局長の現状報告 
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※
残
念
な
こ
と
に
傷
害
事
故
が
倍
増

し
て
お
り
、「
安
全
就
業
基
準
」
の
遵

守
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
情
報

記
載
の
書
類
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

も
、更
な
る
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
た
。 

 

最
後
に
事
前
に
書
面
で
受
け
た
会

員
か
ら
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
の
返

答
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆ 

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
報
告 

 

 

派
遣
業
務
に
従
事
し
て
い
る
２
名

の
会
員
よ
り
、
現
状
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

①
ヤ
マ
ト
運
輸
（
川
鍋
会
員
） 

荷
物
の
仕
分
け
援
助
、
積
み
込
み

作
業
内
容
の
実
情
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
確
実
に
作
業
す
る
こ
と

が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
と
い
う
自
覚
が
あ
り
、
今
後
派
遣

さ
れ
る
会
員
に
も
迷
惑
を
か
け
ら
れ

な
い
と
い
う
気
持
ち
で
就
業
し
て
い

る
そ
う
で
す
。 

②
狭
山
保
育
園
（
上
杉
会
員
） 

 

保
育
補
助
業
務
と
し
て
、
清
掃
、

食
事
の
準
備
、
洗
濯
等
多
岐
に
わ
た

る
業
務
で
あ
る
が
、
主
婦
と
し
て
の

経
験
を
活
か
せ
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

と
は
い
え
対
人
関
係
の
仕
事
な
の
で
、

そ
れ
な
り
に
気
を
遣
う
が
、
園
の
先

生
方
や
子
供
た
ち
か
ら
感
謝
の 

 

言
葉
を
い
た
だ
く
と
嬉
し
さ
や
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。 

◆ 

新
総
合
事
業
（
関
田
職
員
） 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
整

備
さ
れ
る
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
昨

年
３
月
よ
り
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ
、
要
介
護

支
援
者
向
け
の
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

提
供
責
任
者
の
下
19
名
で
活
動
中

で
、
こ
れ
ま
で
に
17
件
の
利
用
が
あ

り
、
今
後
の
事
業
拡
大
に
向
け
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
を
募
集
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
事

故
発
生
率
が
、
平
成
29
年
度
を
上
回

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

二
連
梯
子
か
ら
の
転
落
に
よ
る
重

篤
事
故
（
81
歳
）
、
自
転
車
で
歩
道

へ
乗
り
上
げ
た
時
、
勢
い
を
失
い
そ

の
ま
ま
車
道
に
転
倒
し
、
下
肢
骨
折

（
74
歳
）、
茶
毒
蛾
に
触
れ
（
２
回
）

肩
ま
で
湿
疹
（
73
歳
）、
原
因
は
ル

ー
ル
無
視
、安
全
意
識
の
欠
如
で
す
。 

 

平
成
30
年
４
月
か
ら
毎
月
、
新
入

会
員
を
対
象
に
し
た
安
全
講
習
を
続

け
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
健
康
診

断
受
診
率
が
69
％
に
達
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
安
全
に
対
す
る
意
識

付
け
を
、
期
待
を
も
っ
て
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
連
合

会
が
募
集
し
た
安
全
就
業
標
語
に
会

員
か
ら
68
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
最
優
秀
作
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
31
年
度 

安
全
標
語
入
選
作
品 

東
京
し
ご
と
財
団
の
テ
ー
マ 

「
作
業
方
法
・
手
順
の
確
認
と 

ル
ー
ル
の
順
守
徹
底
」 

仲
間
内 

ル
ー
ル
違
反
を 

 

見
過
ご
す
な 

高
木
班 

横
川 

た
ま
え 

当
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ 

「
周
辺
に
潜
む
危
険
防
止
」 

気
を
抜
く
な 

慣
れ
た
手
順
に 

潜
む
事
故 

 
 
 
 

高
木
班 

横
川 

た
ま
え 

    

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
54
年

に
設
立
さ
れ
、
今
年
５
月
末
に
40
周

年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
遂
行
に

あ
た
り
、
記
念
誌
作
成
委
員
会
と
記

念
品
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

記
念
誌
作
成
委
員
会
で
は
、
記
念

誌
「
あ
ゆ
み
」
を
発
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

会
員
の
就
業
現
場
や
会
員
交
流

会
の
親
睦
写
真
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

会
員
の
皆
様
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

40
年
間
の
足
跡
を
、
楽
し
み
な
が
ら

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
編
集
中
で

す
。 ま

た
、
記
念
品
選
定
委
員
会
で
は
、

記
念
品
の
選
定
等
を
進
め
て
お
り
ま

す
。 

  

安
全
管
理
委
員
会 

セ
ン
タ
ー
設
立
40
周
年
記
念 

事
業
準
備
状
況
報
告 

9 



 第１２９号 け や き       平成 ３１ 年 ４ 月 発行 

 

    

    

    

                       

                          

センターの今後の予定 

月 日 曜 日 時 間 内  容 

 

 

４ 

10 水 9：00 入会説明会 

16 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

17 水 9：00 入会申込日 

17 水  配分金振込 

24 水 9：00 入会説明会 

25 木 9：00 定例理事会 

26 金 10：00 新入会員研修会 

 

 

 

 

５ 

8 水 9：00 入会説明会 

15 水 9：00 入会申込日 

17 金  配分金振込 

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

22 水 9：00 入会説明会 

 23 木 午 前 接遇研修会 

24 金 午 後 接遇研修会 

30 木 9：00 定例理事会 

31 金 10：00 新入会員研修会 

 

 

 

６ 

 

 

７ 金 10：00 出張入会説明会（蔵敷公民館） 

12 水 9：00 入会説明会 

14 金 10：00 出張入会説明会 

17 月  配分金振込 

18 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

19 水 9：00 入会申込日 

21 金 13：00 

 

定時総会 

 27 木 9：00 定例理事会 

28 金 10：00 新入会員研修会 

入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２
―
５
６
５
―
０
５
３
１ 

但
し
、
出
張
入
会
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。 
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就
業
相
談
を 

実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
申
し
込
み 

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
、 

事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。    電話：042-565-0531 

就 業 相 談 日 相談時間帯 

２０１９年 ４月１６日（火） ２０１９年１０月１５日（火）  

      ５月２１日（火）      １１月１９日（火） 

      ６月１９日（火）      １２月１７日（火） 

      ７月１６日（火） ２０２０年 １月２１日（火） 

      ８月２０日（火）         ２月１８日（火） 

      ９月１７日（火）       ３月１７日（火） 

 

①１４：００ 

②１４：３０ 

③１５：００ 

④１５：３０ 

⑤１６：００ 

各時間１名 


